
異
に
す
る
に
過
ぎ
す
ご
い
ふ
に
あ
り
（
秘
密
儒
林
）
o
大
罪

法
院
頼
楡
僧
正
の
薄
草
子
ロ
訣
に
妙
見
法
ε
北
拳
法
ご
は

胴
合
の
不
同
な
り
。
合
す
る
時
は
妙
見
こ
い
ひ
、
開
く
時

は
北
斗
、
し
い
ふ
、
妙
見
色
々
の
利
釜
高
閣
の
時
に
七
星
ご

顯
る
、
が
故
に
、
妙
…
見
、
七
星
を
持
す
鑑
り
あ
る
は
即
ち
是

な
り
。
是
等
の
事
も
一
般
信
仰
に
北
斗
北
辰
を
混
同
せ
る

原
因
こ
な
れ
る
な
る
べ
し
。
此
事
に
つ
き
て
は
猫
研
究
を

要
す
べ
し
○
（
完
）

「
南
洋
」
の
意
義

酒
事
士
内
田
寛
一

　
　
　
　
悶

　
南
洋
（
南
海
）
な
る
語
は
從
來
邦
入
に
謄
噛
せ
ら
れ
て
る

た
が
、
特
に
昨
秋
我
が
海
軍
の
活
動
野
面
は
、
南
洋
熟
一

層
高
ま
り
、
外
聞
に
難
誌
に
喧
明
せ
ら
る
、
爾
洋
の
記
事

・
は
、
實
に
慮
接
に
露
な
か
ら
ん
ご
す
る
盛
況
を
呈
t
、
今

　
　
　
第
　
一
奮
　
　
叢
　
設
　
　
南
…
洋
の
意
義

や
「
南
洋
」
は
一
種
の
流
行
語
こ
な
つ
犯
○
然
し
此
語
の
意

義
が
甚
だ
朋
瞭
を
敏
け
る
望
め
に
、
不
硬
を
戚
す
る
事
・
少

か
ら
ざ
る
は
、
蕾
に
余
輩
の
み
に
止
る
ま
い
ご
想
は
れ
る

　
近
時
我
國
で
は
、
南
洋
な
る
語
で
鋳
示
せ
ら
れ
π
記
事

の
多
く
が
、
東
南
亜
細
亜
馬
來
多
島
海
地
方
を
意
離
し
て

居
つ
セ
所
か
ら
、
南
洋
こ
い
へ
ば
直
に
此
地
方
を
聯
想
せ

し
む
る
ま
で
に
、
南
洋
な
る
語
ご
此
地
方
ご
が
密
接
に
結

び
付
け
ら
れ
て
み
る
か
の
観
が
あ
る
。
女
工
に
新
占
領
猫

逸
領
ミ
ク
ロ
子
シ
ァ
が
、
南
洋
こ
し
て
紹
介
せ
ら
る
、
や

此
地
方
も
亦
馬
來
多
島
海
地
方
の
そ
れ
ご
、
事
情
を
同
じ

く
せ
る
も
の
な
ら
ん
ご
は
、
蓋
多
く
の
入
々
の
間
に
抱
か

れ
π
想
像
で
、
爾
現
に
左
回
で
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
其

誤
解
で
あ
る
事
は
喋
々
を
要
し
な
い
。

　
然
し
て
一
方
で
は
、
・
更
に
進
ん
で
「
南
洋
」
の
語
義
よ
り

見
て
、
新
占
領
南
洋
諸
島
を
南
洋
ご
呼
ぶ
は
、
不
合
理
な

り
こ
す
る
説
さ
へ
聞
ぐ
に
至
つ
だ
Q
其
理
由
こ
す
る
所
は

從
來
吾
等
が
青
ん
だ
「
，
南
洋
」
が
馬
來
多
島
海
地
方
な
る
が

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
一
〇
一
　
（
二
九
一
）



　
　
　
第
一
巻
　
叢
説
　
南
洋
の
意
義

如
く
、
蹴
米
人
の
所
謂
「
南
洋
」
は
、
赤
墨
以
商
を
意
昧
す

る
を
…
以
て
、
赤
道
以
北
に
あ
る
新
占
恢
地
は
此
に
含
ま
れ

す
ご
の
意
見
で
あ
る
ら
し
い
○
果
し
て
堪
り
こ
せ
ば
、
「
南

洋
」
は
赤
道
以
南
の
海
を
意
辛
し
、
「
南
太
李
洋
」
の
略
字

の
如
く
思
考
せ
ら
れ
る
が
、
是
果
し
て
南
洋
の
眞
義
に
恰

醸
せ
る
や
、
否
や
。
南
洋
研
究
の
勃
興
せ
る
今
日
、
西
洋

人
の
研
謂
「
南
洋
」
な
る
意
義
を
考
察
し
把
い
の
が
本
稿
の

趣
旨
で
あ
る
○

　
　
　
　
㎜
回

　
南
洋
こ
い
ふ
も
南
海
こ
い
ふ
も
、
素
ご
同
義
で
、
殴
米

人
は
主
こ
し
て
後
者
を
採
用
し
て
、
英
語
で
は
サ
ウ
ス
シ

ー
、
猫
逸
語
で
は
ジ
ユ
ー
ド
ぜ
一
こ
い
っ
て
み
る
が
、
其

意
義
を
詮
索
せ
ん
こ
せ
ば
、
勢
其
起
源
に
掌
り
、
叉
三
軸
久

遷
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
激
語
の
案
出
者
は
、
確
か
バ
ル
ポ
ァ
（
ノ
、
霧
o
o
累
三
冨
N

罵
匙
σ
o
”
）
で
、
時
は
西
暦
一
五
一
三
年
の
事
で
あ
る
○

　
新
大
陸
登
見
の
後
、
中
央
亜
米
利
加
な
る
ダ
ー
ソ
エ
ン

第
二
號
　
　
　
一
〇
二
　
（
ご
九
二
）

地
峡
に
、
西
班
牙
の
小
植
民
地
が
樹
立
せ
ら
れ
、
．
バ
川
ボ

ァ
は
知
事
こ
し
て
彼
地
に
在
っ
把
が
、
元
氣
旺
盛
に
し
て

劃
策
に
冨
む
ご
評
せ
む
れ
π
人
だ
け
に
、
其
地
方
の
探
槍

に
正
心
で
あ
っ
セ
。
大
陸
登
見
よ
り
程
遠
ら
臓
卜
時
に
め

っ
て
は
、
中
央
亜
米
利
加
で
さ
へ
、
鰍
洲
人
の
智
識
に
上

っ
て
ゐ
梵
の
は
、
大
西
洋
方
面
に
限
ら
れ
て
、
導
爆
が
地

峡
を
形
づ
く
れ
る
事
さ
へ
も
分
ら
な
か
っ
た
Q
此
の
山
を

越
せ
ば
、
彼
方
に
は
廣
き
海
を
控
ぬ
た
黄
金
に
満
て
る
海

岸
が
あ
る
ご
、
印
旬
人
の
酋
長
に
難
い
π
、
バ
ル
ボ
ア
は

チ
ユ
ク
ナ
ク
川
の
漢
谷
に
沼
ひ
て
指
さ
れ
セ
る
山

OQ

�
{
儀
ゆ
ρ
蕗
器
ぴ
奉
の
頂
へ
登
っ
π
が
、
果
せ
る
哉
、

行
く
手
に
當
っ
て
、
際
崖
な
き
大
海
原
が
、
千
古
の
秘
密

を
藏
せ
る
面
持
で
、
彼
の
眼
前
に
展
開
し
て
ゐ
π
の
で
あ

っ
覚
○

　
東
印
度
へ
の
通
路
は
、
コ
ラ
ン
バ
ス
以
來
幾
多
の
人
士

に
よ
っ
て
、
切
望
せ
ら
れ
、
探
槍
せ
ら
れ
π
る
も
、
大
陸

に
障
碍
せ
ら
れ
て
、
其
目
的
を
達
せ
す
、
新
大
陸
が
印
度



な
ら
ざ
る
べ
し
ご
は
之
を
威
得
し
だ
り
こ
す
る
も
、
コ
ル
　
然
し
當
時
の
地
理
上
の
智
識
で
、
此
地
方
を
南
緯
に
在
り

ヂ
イ
ー
リ
エ
ラ
平
脈
の
彼
方
は
陸
か
海
か
も
街
不
明
で
あ
　
ざ
思
惟
し
把
る
爲
め
に
、
「
南
海
」
の
「
南
」
は
南
緯
の
「
南
」

つ
π
o
バ
ル
ポ
ァ
が
海
の
存
在
を
見
得
の
は
、
正
に
一
大
　
ご
誤
解
せ
ら
れ
た
る
に
は
あ
ら
す
や
こ
の
疑
問
あ
ら
ん
も

蚕
見
で
あ
る
○
彼
は
其
海
濱
に
至
っ
て
、
之
を
西
班
牙
國
此
地
峡
が
北
緯
に
あ
り
ご
は
、
盛
時
既
に
認
識
せ
ら
れ
π

王
の
有
な
り
ご
宣
言
し
、
此
海
を
ぱ
南
の
海
賦
鍵
号
Q
。
雲
　
る
所
で
あ
る
か
ら
（
二
）
南
海
こ
い
ふ
も
、
別
に
南
緯
に
在

ご
呼
ん
だ
Q
之
が
即
南
海
頑
な
る
語
の
起
源
で
あ
り
、
此
　
る
海
こ
い
ふ
意
昧
を
暗
示
せ
ぬ
事
も
、
自
明
の
事
實
こ
い

事
が
亦
太
李
洋
の
登
見
こ
な
つ
π
の
で
働
る
。
（
一
）
　
　
　
は
ね
ば
な
ら
譲
。

　
然
ら
ば
彼
の
所
謂
「
南
洋
」
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
っ
π
．
　
　
　
閏
昌

か
○
ダ
ー
リ
エ
ン
、
即
今
の
パ
ナ
マ
地
峡
附
近
で
は
、
申
　
　
此
に
注
意
す
べ
き
は
、
歓
米
入
の
所
謂
南
海
は
、
犬
ル

央
亜
米
利
加
の
地
は
、
東
西
に
亙
り
、
南
北
に
海
を
控
え
　
ボ
ァ
の
そ
れ
ご
没
交
渉
に
、
其
以
前
に
支
那
人
よ
り
傳
聞

て
る
る
○
北
な
る
は
カ
フ
ブ
海
で
、
南
な
る
は
即
干
魚
洋
　
せ
し
事
な
き
か
ご
い
ふ
事
で
あ
る
。
尤
も
支
那
人
も
古
く

で
あ
る
。
彼
が
後
者
を
南
の
海
ご
聡
し
だ
の
は
前
者
を
北
　
か
ら
、
東
西
南
北
の
方
位
を
以
て
、
土
地
を
呼
幽
で
み
て

の
海
竃
錠
締
2
。
誇
こ
い
ふ
に
封
せ
し
め
把
も
の
で
、
　
南
海
の
名
玉
も
郡
の
名
こ
し
て
は
、
既
に
宮
代
に
之
を
見

全
く
地
形
に
基
い
て
の
方
位
の
考
か
ら
起
つ
た
も
の
で
あ
　
爾
後
其
地
は
多
少
の
異
同
あ
「
る
も
、
亦
か
、
る
名
子
は
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
米
の
地
峡
を
界
こ
し
、
南
北
の
位
　
る
。
特
に
漢
族
が
次
第
に
江
南
に
登
賀
す
る
に
つ
れ
て
、
印

遣
に
よ
り
て
、
命
じ
農
相
霊
的
方
位
上
の
名
盤
で
あ
る
。
　
凌
支
那
牢
島
地
方
こ
の
交
渉
漸
く
繁
く
、
降
っ
て
明
代
ご

緯
度
の
事
な
ざ
は
、
實
際
彼
の
問
ふ
所
で
は
な
か
っ
た
。
　
な
っ
て
は
、
航
海
術
の
進
歩
ご
共
に
例
の
大
航
海
者
鄭
和

　
　
　
第
一
巻
　
叢
親
　
南
洋
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
一
〇
三
（
二
九
三
）



第
　
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
南
洋
の
意
義

の
十
数
回
の
南
方
遠
征
に
よ
っ
て
、
漢
族
の
威
風
を
旧
観

せ
し
頃
、
南
洋
の
事
情
も
漸
く
明
か
ご
な
り
、
一
時
大
に

支
那
人
の
南
洋
熱
を
煽
っ
た
事
が
あ
る
程
で
あ
る
。
さ
れ

ば
弾
語
「
南
海
」
の
事
情
を
も
の
し
把
書
籍
も
相
當
に
あ
る

し
、
南
海
な
る
語
も
彼
等
の
間
に
通
用
し
て
ゐ
π
事
で
あ

る
か
ら
、
直
接
叉
は
間
接
に
南
海
な
る
語
が
西
洋
に
傳
難

し
托
で
あ
ら
う
こ
い
ふ
事
は
、
強
ち
否
定
せ
ら
れ
沁
事
ご

信
ず
る
が
、
バ
ル
ポ
ァ
の
時
代
に
至
る
迄
に
、
其
讃
左
こ

し
て
畢
ぐ
べ
き
確
實
な
る
資
料
は
な
い
。
　
　
　
　
　
評

　
叉
一
方
で
は
、
例
の
亜
刺
比
亜
の
古
き
時
代
の
東
方
航

海
者
の
問
に
、
馬
蝉
地
方
の
事
を
南
海
、
南
洋
、
叉
は
之

に
似
だ
意
味
の
言
葉
で
総
括
し
た
地
方
が
あ
っ
て
、
其
名

が
西
洋
人
に
傳
っ
把
事
な
き
か
、
こ
の
疑
問
も
の
る
が
、

個
々
の
海
陸
の
地
名
の
外
、
斯
く
の
如
き
地
名
を
其
地
方

に
登
見
す
る
事
が
出
來
ぬ
○
從
っ
て
歓
米
人
の
用
ふ
る
南

海
な
る
語
は
、
前
に
述
べ
π
る
バ
ル
ポ
ァ
の
創
案
に
よ
る

ご
な
す
の
が
最
も
要
當
で
あ
る
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。

第
二
號
　
　
一
〇
四
　
（
二
九
四
）

　
次
に
は
、
南
海
な
る
名
霧
は
兎
も
角
も
、
太
李
洋
の
存

在
に
樹
す
る
支
那
人
の
智
識
ご
バ
ル
ポ
ァ
の
螢
見
ざ
及
南

海
な
る
語
こ
の
蓮
絡
は
な
き
か
の
疑
問
が
あ
る
○
支
那
人

は
古
く
よ
り
東
に
瀬
海
あ
り
ご
、
傳
ふ
る
も
、
亜
細
亜
の

東
に
海
あ
る
事
は
、
西
洋
で
も
古
く
か
ら
考
へ
て
る
る
事

で
、
時
代
の
前
後
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
今
の
ザ
李
洋

の
如
く
男
運
π
る
事
に
氣
付
か
な
か
つ
把
の
は
同
軌
で
あ

る
。
例
の
鄭
恥
の
時
代
に
於
て
す
ら
も
、
馬
來
多
島
海
を

越
え
て
、
東
進
す
る
事
が
な
か
つ
把
の
で
、
太
季
洋
の
存
在

．
こ
い
ふ
事
が
、
明
か
に
彼
等
に
認
め
ら
る
、
に
至
ら
な
か

っ
た
。
其
之
を
見
る
は
是
よ
り
後
の
事
で
あ
る
Q
然
し
流

石
は
當
時
の
先
…
進
國
だ
け
に
、
大
西
洋
に
あ
ら
ざ
る
「
華

漠
セ
る
大
洋
が
亜
細
亜
の
東
に
あ
る
」
事
は
，
バ
川
ボ
ア

以
前
、
少
く
こ
も
之
ご
同
時
代
に
バ
ル
ポ
ァ
ご
は
没
交
渉

に
之
を
知
っ
て
幾
つ
π
ご
見
ぬ
て
、
ペ
レ
ス
テ
ロ
網
即
鼠
巴

勺
O
「
窃
圏
点
O
や
、
ア
ン
ド
ラ
デ
〉
無
目
山
。
が
一
五
一
〇
年

代
に
支
那
か
ら
蹄
っ
て
、
右
の
由
を
蓮
べ
把
事
が
あ
る
が



（
三
〉
故
に
、
太
章
動
の
駿
馬
兄
煮
を
直
に
バ
ル
ガ
ァ
な
り
ご
・

す
る
は
、
聯
が
早
計
の
嫌
な
き
に
め
ら
ね
ご
、
支
那
に
於

て
何
∵
時
何
人
に
依
り
て
、
如
何
程
迄
知
ら
れ
だ
る
か
は
不

明
で
》
バ
ル
ガ
ア
が
陸
か
海
か
も
知
ら
れ
な
か
つ
元
米
洲

の
西
に
大
海
洋
を
隠
見
し
把
蕩
合
ご
は
庭
径
が
あ
る
ご
見

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
Q
加
之
上
述
二
型
の
申
、
先
着
の
ペ

レ
ス
デ
・
が
支
那
に
入
つ
元
の
は
一
五
一
四
年
、
印
度
に

露
つ
た
の
は
一
五
一
九
年
で
（
四
）
バ
川
ボ
ァ
の
螢
見
の
年

に
後
る
、
、
事
、
及
當
時
支
那
に
は
「
歯
海
」
ビ
交
渉
あ
る
平

壌
洋
を
指
せ
る
名
聡
も
な
い
の
で
あ
る
。
此
故
に
隊
米
入

の
所
謂
南
海
な
る
語
は
、
太
李
洋
登
見
こ
馬
券
．
に
而
も
半

音
洋
て
ふ
語
に
先
ち
て
起
つ
賊
名
欝
ご
見
て
差
支
な
い
の

で
あ
る
○

　
太
働
蟻
の
存
在
は
認
め
ら
れ
、
其
身
漠
な
る
事
は
想
像

せ
ら
れ
て
も
、
其
海
の
境
域
は
、
バ
ル
ボ
ア
を
始
め
未
だ

何
入
も
之
を
知
る
べ
き
由
が
な
か
つ
だ
○
…
従
っ
て
駈
謂
南

　
　
　
第
一
巻
　
叢
、
読
’
薦
洋
の
意
畿

海
が
今
林
ら
る
》
が
如
き
亜
大
な
る
海
洋
で
あ
ら
う
ご
は

夢
想
だ
も
さ
れ
な
か
つ
π
Q
其
實
際
の
廣
さ
が
紹
介
せ
ら

れ
把
の
は
、
一
五
ニ
越
年
ヰ
ッ
ト
プ
ア
號
蹄
着
後
の
事
で

あ
る
Q
此
船
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
マ
ヂ
エ
ラ
ン
世
界
周

航
探
戦
隊
の
一
号
で
、
マ
ヂ
エ
ラ
ン
の
計
音
ご
、
其
航
海

の
事
情
ご
を
齎
ら
し
て
、
辛
く
も
本
章
へ
鰭
着
し
得
π
船

で
あ
る
○

　
マ
ヂ
エ
ラ
ン
が
有
名
な
最
初
の
太
李
洋
横
臨
の
班
暴
は

バ
ル
ポ
ァ
の
南
海
登
見
に
後
る
、
事
七
年
で
、
彼
が
出
螢

に
先
ち
て
、
葡
萄
牙
の
竃
鴛
昏
紆
切
。
ぎ
巳
㌶
の
海
圖
に

後
の
マ
ヂ
エ
ラ
ン
海
峡
に
比
定
す
べ
き
も
の
あ
る
を
見
、

（
五
）
叉
一
五
一
五
年
の
シ
エ
ー
子
ル
の
地
球
儀
を
見
π
り
、

し
ご
す
る
も
（
六
）
太
李
洋
が
か
く
ま
で
紗
荘
把
る
大
海
洋

な
ら
ん
ご
は
想
ひ
も
設
け
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
海

峡
通
過
後
に
、
見
渡
す
限
り
の
海
原
が
尋
稔
な
る
を
見
る

や
、
高
を
く
、
っ
て
、
先
へ
先
へ
こ
適
々
し
淀
謬
で
、
之

が
偶
然
に
も
太
李
洋
横
断
の
結
果
こ
な
つ
把
事
は
、
鰍
亜

第
二
號
　
　
　
一
〇
五
　
（
ご
九
五
）



第
一
巻
　
叢
設
　
南
…
洋
の
意
義

蘭
の
纒
度
の
大
な
る
蓮
算
が
、
コ
ラ
ン
バ
ス
を
駆
っ
て
、

窟
大
陸
意
見
の
専
行
を
來
さ
し
め
た
る
を
聯
想
せ
し
め
る

の
で
あ
る
。
實
際
航
海
し
て
彼
等
は
、
［
、
人
の
想
像
も
付
か

澱
程
の
電
大
な
る
海
」
（
七
）
．
こ
難
じ
だ
が
、
其
頃
案
外
「
太

否
な
海
し
田
孟
母
℃
宥
漆
o
o
で
あ
っ
π
所
か
ら
、
此
の

名
が
や
が
て
太
李
洋
の
名
鵜
こ
な
つ
π
事
、
八
）
は
入
の
能

く
知
る
所
で
あ
る
。

　
選
一
は
今
の
濠
洲
で
あ
る
こ
か
、
此
等
は
連
絡
し
て
み

る
こ
か
（
九
）
、
或
は
支
那
○
弩
巴
。
は
遙
に
東
南
に
伸
び

て
、
今
の
タ
ス
マ
ニ
ア
の
邊
に
及
べ
り
（
＋
）
な
ご
い
ふ
謬

見
は
、
當
時
の
學
者
間
に
も
勢
力
あ
る
智
識
こ
せ
ら
れ
て

居
つ
π
の
で
、
先
に
カ
ブ
ラ
ル
が
量
見
し
て
、
門
。
毒
号

oD

ｦ
3
6
歪
N
ご
呼
ん
だ
南
米
東
岸
地
方
の
属
島
の
名
爵

ブ
ラ
ヂ
川
i
此
名
は
後
南
米
大
陸
の
一
部
の
地
名
ご
獲
つ

た
o
I
一
の
名
を
、
或
は
今
の
濠
洲
（
等
時
の
假
想
大
陸
）

に
當
て
（
十
幽
）
、
或
は
之
を
チ
モ
ー
ル
島
の
邊
こ
な
し
、

（
士
網
）
叉
或
は
之
を
今
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
南
、
濠
洲
の
、

　
　
　
　
　
　
　
笈
一
二
號
　
　
　
一
〇
ゐ
ハ
　
（
二
九
山
ハ
）

北
に
鐙
く
も
め
つ
て
（
士
工
）
専
意
其
節
畳
に
迷
惑
を
戚
じ

だ
跡
が
、
歴
々
ご
推
察
せ
ら
れ
る
や
う
な
時
に
當
っ
て
、

マ
ヂ
エ
ラ
ン
の
航
海
は
、
漸
く
此
等
の
誤
謬
を
解
き
、
濠

亜
の
分
離
、
米
濠
の
相
異
を
明
か
に
し
、
此
等
大
陸
の
間

に
は
、
實
に
想
像
も
付
か
諏
太
息
の
海
が
湛
ぬ
て
る
る
事

を
世
に
紹
介
し
陀
の
で
あ
る
。

　
是
に
於
て
か
希
臓
時
代
よ
り
想
像
せ
ら
れ
、
後
確
め
ら

れ
π
亜
細
亜
の
「
東
方
の
海
」
即
「
東
海
」
ご
、
所
謂
太
李
洋

ご
は
、
蓮
絡
せ
る
事
も
自
明
の
事
實
こ
な
り
、
亦
之
ご
バ

ル
ポ
ァ
の
所
謂
「
南
海
」
こ
の
間
に
も
、
此
等
を
湿
劃
す
べ

き
障
碍
な
き
事
も
讃
朋
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
か
、
る
地

理
上
智
識
の
大
登
展
の
結
果
、
「
東
海
」
「
太
李
洋
i
「
南
海
」

等
の
名
爵
が
如
何
に
取
扱
は
れ
π
る
か
は
興
味
あ
る
問
題

で
あ
る
。

　
今
の
大
西
洋
を
「
西
洋
」
0
8
磐
戸
0
8
凱
①
簿
帥
一
♂
叉
は

罎
鍵
や
0
8
幕
鼻
讐
。
・
こ
い
ふ
に
封
し
て
、
亜
細
亜
の
東
方



、

の
海
を
「
東
洋
」
O
o
Φ
磐
器
9
闘
争
帰
琶
㌍
こ
い
ふ
は
、
マ
ヂ

エ
ラ
γ
の
周
航
後
に
於
て
も
、
暫
く
は
依
然
こ
し
て
用
ひ

ら
れ
だ
名
稽
で
あ
る
（
＋
四
）
○
之
は
太
李
洋
の
心
見
謹
明

が
、
早
速
一
般
に
知
れ
亙
ら
な
か
っ
セ
事
に
も
よ
り
、
叉

慣
用
語
で
あ
っ
π
事
に
も
依
ら
う
。
然
し
年
維
る
に
從
ひ

て
、
「
浅
海
」
も
「
太
李
洋
」
ご
共
に
次
第
に
通
用
せ
ら
れ
花

が
、
二
時
如
何
な
る
意
義
を
以
て
適
用
せ
ら
れ
セ
か
は
注

－
意
す
べ
き
事
で
は
あ
る
ま
い
か
〇

　
一
五
二
九
年
の
り
ベ
ロ
の
地
圖
（
陣
門
）
及
び
一
五
四
二

年
の
ア
ロ
ン
ゾ
の
地
鼠
（
十
六
）
に
も
、
「
南
海
」
の
名
は
赤

道
の
北
、
中
央
亜
米
利
加
の
南
方
に
記
入
し
て
、
バ
ル
ボ

ア
螢
見
時
．
代
の
事
情
を
其
ま
、
に
表
示
し
、
太
李
洋
上
其

他
の
名
聡
を
記
入
す
る
事
な
き
も
、
十
六
世
紀
中
葉
に
謬

言
せ
ら
れ
古
る
地
雷
、
地
球
儀
の
類
に
徴
す
れ
ば
、
叙
上

三
つ
の
名
号
の
併
用
せ
ら
れ
把
事
が
分
る
。
中
に
は
各
道

話
登
源
の
事
情
に
よ
り
て
、
記
入
の
腱
を
異
に
せ
る
も
あ
．

る
が
、
其
等
の
多
数
は
人
を
し
て
各
名
幕
の
指
示
せ
る
範

　
　
　
第
一
巻
　
叢
説
　
南
洋
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

團
を
推
す
に
苦
し
ま
し
む
δ
の
で
あ
る
○
　
　
　
、

　
一
五
囚
八
年
べ
子
チ
ァ
出
版
の
ト
ン
ミ
ー
の
三
二
（
＋

七
）
に
は
「
講
書
」
「
東
海
」
を
太
羅
洋
上
に
南
北
に
記
載
し
、

同
年
ビ
エ
レ
．
デ
ス
セ
リ
ャ
ス
（
＋
八
）
の
も
の
に
は
、
南
緯

に
「
太
黒
点
叉
は
マ
ヂ
壬
7
ン
海
」
、
北
緯
に
「
南
海
」
を
記

し
、
一
五
六
一
年
の
ト
レ
ミ
ー
の
地
圖
（
＋
九
）
に
は
「
、
太

｝牛

m
」
ご
「
マ
ヂ
エ
ラ
ン
海
」
ご
凄
ぜ
併
田
川
し
、
一
五
五
山
ハ
・
年
ミ

ラ
ン
出
版
の
ギ
ラ
ブ
ワ
の
地
圖
（
二
十
）
に
は
「
南
海
」
の
み

を
用
ひ
、
一
五
七
〇
ア
ン
ト
ウ
エ
ル
ブ
出
版
の
オ
ル
タ
ソ

ウ
ス
（
二
十
一
）
、
一
五
八
七
年
メ
ル
カ
ト
ル
（
二
＋
；
及
び
一

五
九
三
年
コ
ル
子
リ
ウ
ス
（
二
＋
三
）
等
の
諸
語
圖
に
は
「
南

海
」
を
大
書
し
、
太
李
洋
の
名
を
細
書
し
て
あ
る
〇
一
五
九

〇
年
ク
フ
ー
ヅ
ス
の
も
の
に
は
（
二
＋
四
）
「
マ
ヂ
エ
ラ
、
ン
海
」

を
用
ひ
、
一
五
九
九
年
倫
敦
出
版
な
る
ハ
ク
ル
イ
ト
の
地

圖
（
二
十
五
）
に
は
始
め
て
英
語
「
目
δ
し
α
o
G
葺
も
り
舞
」
に
よ
り

て
太
李
洋
を
意
浮
し
其
他
の
名
官
を
記
入
し
て
み
な
い
Q

　
余
は
地
理
上
智
識
の
進
歩
が
直
に
地
圖
叉
は
地
球
儀
上

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
一
σ
七
（
二
九
七
）

昂



　
　
　
第
一
巻
　
叢
論
　
南
洋
の
意
義

に
表
は
る
こ
い
ふ
者
で
も
な
く
、
叉
甚
大
な
る
太
李
洋
上

の
記
載
交
書
に
よ
り
て
、
其
意
義
其
境
域
を
正
確
に
知
る

べ
し
ご
断
ず
る
も
の
で
も
な
い
が
、
以
上
刻
暴
し
沈
る
所

に
よ
・
9
て
考
ふ
れ
ば
、
・
†
山
田
冊
【
紀
晶
剛
ψ
†
に
鋳
て
は
、
・
蠕
虫
迦

の
三
次
総
が
併
用
せ
ら
れ
「
東
洋
」
の
語
も
嬢
張
せ
ら
れ
て

太
李
洋
を
意
毒
す
る
に
至
り
π
る
も
、
同
世
紀
後
年
に
於

て
は
、
其
半
弓
の
意
義
に
因
り
で
か
、
「
東
洋
」
は
漸
く
廃
…

れ
て
、
「
南
海
」
は
「
太
季
洋
」
ご
共
に
太
季
洋
の
幽
翠
こ
し

て
漸
衣
流
布
し
だ
る
を
察
す
べ
き
で
あ
る
。
「
マ
ヂ
エ
ラ
ン

，
海
」
の
如
き
も
、
時
々
之
あ
る
を
見
る
も
、
こ
は
平
時
に

あ
り
て
も
少
数
で
、
　
｝
般
に
使
用
さ
れ
て
は
み
な
い
○
而

し
て
「
南
海
」
ご
「
太
織
洋
」
こ
の
關
係
に
つ
き
て
は
、
或
は

之
を
並
用
し
、
或
は
其
一
を
以
て
、
太
李
洋
を
示
せ
る
事

あ
る
も
、
同
世
紀
に
於
て
、
已
に
明
か
に
爾
者
の
一
致
を
衷

示
せ
る
を
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
而
も
誉
者
男
用
せ
る

も
の
に
あ
り
て
も
、
「
南
海
」
は
「
，
太
芒
洋
」
の
北
に
竃
き
て

南
緯
の
み
の
海
を
指
示
せ
し
め
ら
る
、
事
な
き
を
常
ε
す

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
一
〇
八
　
（
二
．
九
八
）

る
Q
唯
一
五
五
二
年
カ
ラ
ボ
ー
ダ
の
地
図
（
二
十
六
）
に
「

南
海
し
を
赤
道
ご
南
回
外
線
こ
の
問
に
記
載
し
、
一
見
そ

が
南
緯
の
海
を
意
昧
す
る
か
の
戚
め
ら
し
む
る
も
の
あ
れ

ご
、
太
李
洋
上
に
其
他
の
名
繕
を
用
ひ
ざ
る
が
故
に
、
之
を

以
て
鷹
野
の
位
遣
の
み
を
意
味
す
る
ご
見
る
よ
り
は
、
太

李
洋
の
謂
に
用
ひ
把
ご
見
る
が
書
誌
で
は
め
る
ま
い
か
。

　
東
洋
な
る
語
が
贋
れ
ゐ
「
南
海
」
、
「
太
李
洋
」
な
る
語
が

漸
く
置
く
用
ひ
ら
れ
て
、
共
に
太
李
洋
を
意
味
す
る
の
趨

勢
が
、
十
七
世
紀
に
入
り
て
、
猛
採
薪
こ
な
る
は
、
一
六

五
〇
年
の
ヤ
ン
ソ
ニ
ウ
ス
の
太
李
洋
圃
（
二
＋
七
）
に
「
南
海
」

を
赤
道
の
爾
側
に
記
し
、
其
南
に
「
太
市
洋
」
の
名
を
書
き

て
明
か
に
「
南
海
」
を
南
北
爾
緯
の
太
年
歴
を
意
叙
せ
し
め

同
年
同
量
の
南
極
地
方
圓
（
二
＋
八
）
に
は
「
南
海
」
ご
「
太
李

洋
」
ご
を
蒼
し
ご
し
て
み
る
の
で
も
分
る
で
あ
ら
う
。

　
更
に
下
っ
て
、
十
八
世
紀
に
入
り
、
一
七
一
〇
年
の
マ

ッ
パ
ム
ン
ヂ
（
爾
三
管
圖
）
（
二
＋
九
）
を
見
る
も
、
「
、
南
海
」
即

「
太
多
洋
」
こ
し
て
、
南
北
錆
鼠
季
洋
を
意
味
せ
る
亭
に
墾



化
は
な
い
、
只
南
海
に
更
に
、
南
海
、
秘
露
海
、
智
利
海

等
の
涯
別
を
示
し
て
、
「
南
海
」
を
廣
狡
背
黒
に
用
ひ
π
の

が
、
目
新
し
い
事
で
あ
る
が
、
此
頃
は
両
米
大
陸
西
岸
地
方

の
地
理
も
漸
く
知
ら
れ
た
る
時
で
あ
る
か
ら
、
．
各
地
方
の

海
の
名
爵
の
起
つ
だ
の
も
當
然
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
濾
○

莫
廣
義
の
「
南
海
」
ご
「
太
外
洋
し
ご
を
同
一
説
す
る
事
は
、

陀
後
も
織
績
す
る
の
で
あ
る
が
、
、
其
閲
に
太
李
洋
上
探
槍

進
歩
の
結
果
、
「
南
海
」
即
ち
「
，
ポ
リ
子
シ
ァ
」
こ
い
ふ
狭
義

の
現
は
れ
た
事
は
着
過
す
べ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
索

∵
此
に
所
謂
「
ポ
リ
子
シ
ア
」
を
考
ふ
る
爲
め
に
、
少
し
く

　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
へ

話
の
前
後
す
る
を
忽
び
、
省
ほ
其
概
略
を
述
べ
ね
ば
な
ら

澱
。
マ
ヂ
エ
ラ
ン
の
太
玉
繭
横
漸
の
後
、
西
班
牙
、
和
蘭
、

英
吉
利
等
諸
國
の
航
海
者
に
し
て
、
十
六
世
紀
後
半
よ
り

十
七
世
紀
に
亙
り
、
彼
の
後
を
追
ひ
て
、
太
温
言
の
探
槍
を

試
み
る
も
の
陸
績
相
懸
ぎ
下
る
結
果
、
洋
上
陸
地
の
登
見

は
其
胃
瞼
努
力
の
報
酬
こ
し
て
、
彼
等
に
授
け
ら
れ
だ
名

第
一
温
い
隔
叢
論
　
南
洋
の
意
義

・
轡
で
あ
っ
て
、
モ
川
ツ
カ
以
東
、
洋
上
の
新
世
界
は
、
幾

世
久
し
き
孤
濁
の
幕
を
開
い
て
、
新
な
る
光
明
に
浴
す
る

事
こ
な
つ
π
。
勿
論
十
六
、
七
世
紀
の
下
槍
は
、
實
利
主

義
で
、
島
喚
の
概
念
を
得
然
る
に
過
ぎ
露
。
、
、
其
科
學
的
精

査
の
籐
地
は
、
寧
ろ
多
大
で
、
此
等
は
以
後
の
探
究
家
を

侯
っ
て
、
始
め
て
關
明
せ
ら
れ
π
の
で
あ
る
が
、
．
島
唾
、

群
島
の
名
は
十
八
世
紀
前
期
に
至
る
ま
で
に
紹
介
し
盤
さ

れ
て
、
殆
ご
残
す
所
な
き
進
歩
を
呈
し
、
此
に
ポ
ソ
子
シ

ア
ー
八
十
島
の
意
一
の
名
欝
は
此
地
方
に
命
ぜ
ら
る
、
事

ご
な
つ
π
o
而
し
て
主
こ
し
て
此
地
方
を
「
南
海
」
で
衰
示

す
る
事
が
此
頃
か
略
起
つ
泥
の
で
あ
る
。

　
此
名
駅
は
、
十
七
世
紀
の
頃
、
モ
ル
ッ
カ
、
比
律
賓
及

ヂ
ヤ
ブ
フ
等
諸
島
に
除
す
る
著
者
蓬
の
意
に
出
で
π
る
も

の
を
画
　
七
五
六
年
巴
里
出
版
の
航
海
史
に
始
め
て
採
用

せ
ら
れ
陀
も
の
で
、
後
の
地
理
學
者
が
世
界
の
匿
分
に
、

第
六
の
地
方
ご
指
示
し
泥
庭
で
あ
る
。
其
右
心
は
今
の
マ

リ
ア
ナ
群
島
か
ら
イ
ー
ス
タ
ー
群
島
に
至
る
間
の
無
数
の

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
」
〇
九
（
二
九
九
）



4

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
叢
　
設
　
．
南
洋
の
意
義

島
喚
、
群
島
を
包
括
し
て
み
る
か
ら
（
三
十
）
、
此
の
申
に

は
十
九
世
紀
地
理
學
煮
に
よ
り
て
、
細
分
せ
ら
れ
て
現
今

黒
総
せ
る
ポ
リ
子
シ
ァ
は
勿
論
、
ミ
ク
ロ
子
シ
ア
、
メ
ラ

子
シ
ァ
等
即
太
洋
洲
を
含
む
も
の
で
あ
る
○

　
此
故
に
南
海
即
「
ポ
リ
子
シ
ァ
」
地
方
こ
す
れ
ば
、
馬
來

多
島
海
地
方
を
除
外
す
る
事
こ
な
る
。
地
理
上
の
探
槍
が

進
捗
す
る
に
從
ひ
、
太
急
落
ご
此
地
方
こ
の
地
理
的
條
件

の
相
異
も
明
か
ご
な
り
、
近
世
此
地
方
に
活
動
し
労
る
葡

萄
牙
、
西
班
牙
、
卸
蘭
、
英
吉
利
等
諸
詩
人
が
次
第
に
「

南
海
」
の
語
を
此
地
方
に
用
ゆ
る
事
少
な
く
な
つ
π
事
は

實
際
で
、
近
時
漱
米
入
の
所
謂
「
南
海
」
の
多
数
が
大
洋
洲

を
指
示
し
て
み
て
も
、
現
今
彼
等
は
此
地
方
に
全
く
「
南

洋
」
の
語
を
用
い
な
い
課
で
は
な
く
、
南
海
即
太
李
洋
ご
は

現
に
依
然
こ
し
て
彼
等
の
認
む
る
所
で
あ
る
Q

　
　
　
　
七

　
之
を
要
す
る
に
、
歌
米
人
の
所
謂
南
海
（
南
洋
）
な
る
語

は
、
一
五
ニ
曲
管
バ
ル
ボ
ア
の
言
に
起
っ
て
、
吉
野
亜
米

　
　
　
　
　
　
　
第
一
一
號
　
　
　
一
一
〇
　
（
三
〇
〇
）
・

利
加
の
南
方
に
位
す
る
事
に
因
ん
だ
も
の
が
、
地
理
上
智

識
の
登
達
す
る
に
從
ひ
、
マ
ヂ
エ
ラ
ソ
の
所
謂
太
子
洋
ご

一
致
し
、
更
に
轄
じ
て
、
大
洋
洲
地
方
の
海
洋
を
意
昧
す

る
傾
向
を
表
せ
る
も
、
街
マ
レ
イ
多
島
地
方
を
ば
、
此
範

團
よ
b
全
く
除
外
す
る
事
が
な
い
Q
さ
れ
ば
南
海
な
る
語

は
當
初
よ
り
依
然
ざ
し
て
、
歯
太
李
洋
て
ふ
狭
義
に
あ
ら

ざ
る
は
明
か
で
、
叉
現
今
か
、
る
名
幕
を
太
季
洋
以
外
の

海
洋
に
見
る
事
が
な
い
の
も
解
せ
ら
れ
る
（
三
十
圏
）
○
バ
ル

ガ
ァ
の
所
謂
「
北
海
」
は
其
後
更
に
績
強
せ
ら
れ
て
、
暫
く

大
西
洋
を
意
蓋
し
π
る
時
代
あ
る
も
、
後
全
く
磨
れ
陀
が

濁
り
「
衛
海
」
の
み
は
、
彼
の
磯
見
に
係
る
太
歳
洋
の
名
こ

し
て
存
締
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
但
南
海
虚
語
羅
洋
こ
い

ふ
も
、
比
較
的
探
槍
の
後
れ
陀
る
其
北
方
部
に
直
し
て
は

此
語
の
慣
用
上
適
用
せ
ざ
る
を
普
通
こ
し
て
て
る
る
Q
其

北
の
限
界
は
判
然
し
な
い
が
略
北
回
話
線
ご
見
れ
ば
、
大

し
て
間
違
は
な
い
で
め
ら
う
。
此
の
範
園
に
含
ま
る
》
新

占
領
南
洋
諸
島
を
以
て
、
南
洋
ご
呈
す
る
の
不
當
を
唱
ふ



る
が
如
き
は
、
何
等
狸
由
な
き
事
ご
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
八

　
本
稿
に
於
て
は
、
欧
米
人
の
所
謂
南
海
即
南
洋
の
意
義

の
考
察
を
主
眼
こ
し
π
る
事
は
、
前
に
述
べ
π
通
り
で
あ

る
。
然
し
「
南
洋
」
の
意
義
の
全
般
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
支
那

日
本
の
そ
れ
も
考
察
す
る
の
必
要
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る

か
ら
、
此
に
唯
一
言
附
記
し
て
琶
か
う
○
支
那
で
は
南
海

の
語
は
、
其
起
源
臨
く
、
「
南
洋
」
の
語
は
比
較
的
新
し
い
。

之
に
よ
っ
て
指
示
せ
る
範
團
は
、
時
代
に
よ
っ
て
心
す
し

も
同
様
で
は
な
い
が
、
南
海
、
南
洋
共
に
同
意
義
で
、
支

那
の
「
南
の
方
の
海
」
を
意
昧
す
る
も
の
で
あ
る
。
南
の
方

・
こ
い
ふ
も
、
軍
に
支
那
南
部
の
海
の
謂
の
み
で
な
く
て
、
支

那
以
南
の
海
に
も
通
す
る
○
支
那
南
部
こ
い
ふ
も
版
圖
の

伸
縮
に
よ
り
て
其
廣
狼
を
生
す
る
が
故
に
、
時
代
に
よ
り

て
不
厨
で
あ
り
、
叉
版
圖
こ
い
ふ
も
、
眞
の
版
圖
た
る
ご
、

彼
の
所
謂
朝
貢
國
ご
が
あ
る
。
而
し
て
必
ず
し
も
其
勢
力

範
園
の
み
を
指
さ
す
、
漠
然
里
方
の
海
こ
い
ふ
意
味
に
も

　
　
　
第
一
巻
　
叢
…
説
　
南
洋
の
意
義

用
ひ
て
み
て
、
東
南
亜
細
亜
地
方
の
み
な
ら
す
、
セ
ー
ロ

ン
の
邊
ま
で
を
も
含
め
た
事
が
あ
り
、
時
に
は
印
度
を
界

こ
し
て
南
洋
を
東
南
洋
、
西
南
洋
ご
医
製
し
、
後
者
に
印

度
よ
り
亜
弗
利
加
の
東
北
邉
ま
で
を
含
め
π
事
も
あ
る
。

其
南
洋
の
北
限
を
考
ふ
る
に
、
時
に
北
回
蹄
線
を
越
ぬ
て

流
球
ま
で
も
包
含
せ
し
め
π
事
は
め
る
が
、
大
営
に
於
て

北
回
蹄
線
を
限
界
ご
見
て
も
よ
か
ら
う
。
さ
れ
ば
北
限
及

び
東
南
亜
細
亜
地
方
を
南
洋
ご
呼
ぶ
事
は
、
欧
米
人
の
そ

れ
ご
略
一
致
す
る
が
、
其
範
圃
の
西
に
籏
張
せ
る
ご
、
隊

米
人
の
登
見
に
係
る
大
洋
洲
の
中
ポ
リ
子
シ
ァ
を
除
外
せ

る
ご
は
相
異
せ
る
所
で
、
叉
南
米
の
東
海
を
西
南
洋
叉
は

大
西
南
洋
こ
い
ひ
、
其
西
海
を
大
東
南
洋
ご
呼
び
、
亜
弗

利
加
の
西
甫
海
を
西
南
洋
な
ご
》
聡
し
π
事
の
あ
る
の
は

其
等
大
陸
か
ら
見
北
方
位
上
の
考
か
ら
起
つ
π
も
の
で
あ

る
。

　
日
本
で
も
方
位
に
依
っ
て
近
海
を
命
じ
其
臨
海
地
方
を

海
名
で
呼
ん
だ
事
は
あ
る
○
現
時
の
所
謂
南
洋
、
南
海
な
る

　
　
　
　
　
　
　
察
ご
號
　
　
＝
一
（
三
〇
一
）



　
　
　
第
一
巻
　
叢
説
　
南
洋
の
意
義

語
は
初
め
其
意
義
ご
共
に
支
那
か
ら
輸
入
し
元
も
の
を
藩

多
少
H
本
標
準
に
し
把
形
跡
は
あ
る
が
、
大
耳
に
於
て
、

「
南
攣
」
の
代
用
語
こ
し
て
之
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
ぬ

明
治
時
代
に
於
て
、
盛
に
「
南
洋
」
の
語
が
使
用
せ
ら
れ
だ

の
は
声
十
七
年
マ
ー
シ
ャ
川
群
島
に
於
け
る
写
本
漂
流
民

殺
害
事
件
頃
よ
り
の
事
で
、
當
時
に
あ
っ
て
は
、
此
語
は

支
那
傳
來
の
も
の
に
し
て
も
、
其
意
義
は
寧
ろ
歓
米
入
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
を
採
っ
把
も
の
こ
思
は
れ
る
。

　
最
近
三
三
に
於
て
大
洋
洲
に
つ
い
て
は
普
通
此
語
を
用

み
な
い
が
、
南
洋
、
南
海
て
ふ
語
は
、
近
時
絶
ぬ
す
邦
人

の
間
に
使
用
せ
ら
れ
元
も
の
で
、
特
に
ミ
ク
ロ
子
シ
ァ
地

方
に
濁
し
て
は
、
朋
治
の
初
期
よ
り
、
常
に
此
語
は
使
ひ

慣
ら
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
支
那
及
び
日
本
の
「
南
洋
」
を
瞥
見
し
て
も
、
少
く

ざ
も
新
占
領
地
を
南
洋
に
あ
ら
す
ご
い
ふ
の
安
當
で
な
い

事
は
一
層
明
自
こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
○

　
附
記
、
東
南
亜
細
亜
ビ
新
占
領
南
洋
ご
を
優
別
す
る
に

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
ご
一
二
．
（
三
〇
二
）

世
俗
、
前
号
を
表
南
洋
後
者
を
裏
南
洋
、
こ
す
る
も
、
こ

は
甚
だ
面
自
か
ら
弾
琴
構
で
め
る
○
故
に
普
通
我
團
で

此
語
に
よ
り
て
指
示
せ
ら
れ
る
馬
來
多
島
海
地
方
は
之

を
駆
馳
南
洋
こ
し
、
後
者
は
若
し
日
本
の
永
久
占
領
た

ら
ば
之
を
「
配
本
南
洋
」
叉
は
「
我
が
南
洋
」
ご
呼
ん
だ

方
が
よ
か
ら
う
ご
思
ふ
。
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西
班
牙
嘉
承
事
件
に
際
し
、
．
英
國
の
南
海
繭

曾
は
南
来
東
西
山
岸
の
通
商
を
目
的
§
し
れ
る
も
、
之
を
以
て
南
兼
束

摩
を
粥
海
ミ
聡
ぜ
し
確
謹
ε
す
る
事
能
は
す
。

古
地
圃
、
地
球
儀
に
蓑
に
ろ
㌧
「
南
海
」
の
綴
り
は
共
等
出
版
作
製
の
國

に
よ
り
て
、
多
少
の
砲
異
あ
る
は
勿
論
に
・
し
て
、
叉
當
然
な
る
が
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今
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